
渋谷のナイトタイム観光のポテンシャル

東京都市大学
中島伸

260303ナイトタイム観光フォーラム



自己紹介
東京都市大学都市生活学部准教授／都市デザイナー

博士(工学)、専門：都市デザイン、都市計画史、公民学連携のまちづくり

アーバンデザインセンター坂井副センター長、渋谷再開発協会渋谷計画2040エリアビジョン委
員会委員長、東京都リノベーションによる再生まちづくり選考事業審査委員会委員長など歴任。

日本都市計画学会論文奨励賞、日本不動産学会湯浅賞（研究奨励賞）博士論文部門、他。



渋谷での実践型研究プロジェクト

渋谷桜丘新グランドデザイン
2019年12月
再開発に伴う桜丘エリアの
まちづくりビジョンの検討・策定
渋谷桜丘周辺地区まちづくり協議会

渋谷SMILEプロジェクト
2021年3月
ポストコロナにおける多極分散型の
渋谷のビジョン検討
渋谷未来デザイン、渋谷区、東急
日建設計総研、LUUP

渋谷計画2040ーまちづかい戦略ー
2024年7月
まちの使い手とともに育むまちづくりビジョンの策定
雑居感やまちの余白、回遊に着目したビジョン
渋谷再開発協会



渋谷計画2040―まちづかい戦略―について

渋谷計画2040エリアビジョン委員会委員長
東京都市大学都市生活学部

中島伸







都内で外出自粛 銀座の街も渋谷の交差点もガラン「毎日新聞2020/3/28」

COVID-19による渋谷の状況の大きな変化

コロナ禍による路面店の空き店舗の増加
コロナ後にインバウンドは回復するも、働き方や暮らし方の変化から
来街者数はコロナ前には戻らないという認識の広がり。

渋谷計画2040の改訂へ





渋谷計画2040―まちづかい戦略―（2024年7月改訂）

いつでも誰もが面白いことに、出会い、関わり、挑めるまち
街の使い手ともに育てるビジョン

再開発事業が概成する2040に向けて、

「都市開発によっていかに価値創造するか」という視点だけではなく、

「街の使い手のための環境をどのように整えていくか」という視点を提示。

ハードとソフトの連携を重視した使い手目線のまちづくりの推進

大規模で最先端の新しい空間も、小規模で多くの人に愛され使われてきた空間も
互いにリスペクトして連携、共存して新しい変化を目指します。



渋谷計画2040―まちづかい戦略―その要点



渋谷計画2040―まちづかい戦略―その要点

ユニークな谷地形が育てた渋谷

街路から文化を
より多くの渋谷ファンの人たちとの開かれた議論と活動の場をつくりだすために。



今日の基調講演テーマ

渋谷のナイトタイム観光のポテンシャルを考える。

渋谷のナイトタイム観光のポテンシャル活かすために
みなさんと考えてみたいことをお話しします。





渋谷のまちづくりの現在

渋谷の百年に一度の大きな変化とは。



渋谷の街の変化（あえて大雑把にまとめると）

第2二次世界大戦前後の駅前ターミナルの形成と戦災復興

高度成長期以降の渋谷
文化発信拠点としての渋谷
渋谷パルコ、文化村、渋谷系、ストリートカルチャーの展開

21世紀からの都市再開発
100年に一度の変化（他路線との相互直通）
オフィス床の増加
インバウンド観光客の増加 渋谷区基本構想

多様な文化創造と交流の生まれる渋谷が加速化している。





ナイトタイム観光を渋谷で考えるとは

渋谷の多様な夜を考え、デザインするということ



渋谷の多様な夜を考えるということ

夜とは、いつのことか？
渋谷の夜とはどんな時間か？



渋谷の多様な夜を考えるということ

夜とは、いつのことか？
渋谷の夜とはどんな時間か？

渋谷の街における渋谷の夜の
時間の移ろいを考えたい。



アリー・アクバル・ハーン / 夜明けのラーガ

北インド古典音楽
夜明けに演奏するためのRaga（音階）



ピチカートファイブ「東京は夜の七時」
【歌詞部分抜粋】

トーキョーは夜の七時
あなたに逢いにに行くのに
朝からドレスアップした

・・・
トーキョーは夜の七時
待ち合わせたレストランは
もうつぶれてなかった

・・・
ひと晩中喋り続ける
トーキョーは夜はフシギ

・・・
交差点で信号待ち
あなたはいつも優しい

・・・
トーキョーは夜の七時
嘘みたいに輝く街
とても淋しい だから逢いたい
早くあたなに逢いたい



渋谷の夜を想起した時に
その時間、そこで起きることの
期待が場の空気を作っている。



・仕事が早上がりなのか、明るいうちから一杯はじまるワーカーの16時。

・これから繰り出す人々が待ち合わせに集まる宵の口、19時のハチ公前広場。

・二軒目を表通りから裏通りへ物色する21時過ぎ。

・まだ帰りたくない人ともう帰りたい人との綱引きがはじまる23時。

・24時、終電間際の道玄坂を転がり下りる人たち。

・終電を逃して、歩道に人があふれる午前1時。（夜はこれから！）

・クラブの集まるストリートをホッピングする午前2時。

・空が白み始めた始発を待つ人たちが動き始める午前4時半。

・昨日がまだ終わらない午前7時（31時）の裏通り。

渋谷の多様な夜の時間と風景（シーン）



渋谷の多様な夜を考える

夜には名前があるということ
宵立ち前、夜支度、宵の口、夜の帳、夜盛り、夜のふるい、
夜の奥、夜の名残、夜が解ける、夜明け前、朝またぎ、etc.

夜の時間と風景には区別があるということ
区別が大事にされ、違いが豊かに享受されるということこそ
文化的である。

「渋谷固有の夜」にもっと名前がつくといい。

ナイトタイム観光はナイトタイムカルチャーであるべき。
近年の開発はワーカーも渋谷に急増、多様な夜の体験需要も。



海外の事例：劇場文化とバーカルチャーの往還

ブエノスアイレス、アルゼンチン

一晩の移ろいのシークエンスとして体験されるナイトタイムカルチャー



渋谷の多様な夜のデザインを考える

多様さが生み出す「移ろい」に価値を見いだす。

・時間的移ろい（夜の時間遷移に着目する）

・空間的移ろい（場から場へ、表通りから裏通りへ）

多様な人の多様な夜の時間の移ろいをつなぐこと。
時間と時間、場所と場所のつながりの価値を可視化して
デザインすることでナイトタイムを豊かにする。
（例としての「銀ブラ（銀ブラはスポット開発ではない）」
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